
 Ⅰ  

1. (1) 新たな種が現れると古い種が姿を消してしまう [絶滅してしまう] ことが多いような動物種の場合とは違っ

て，脳は古い部分の上に新たな部分を追加していくことで進化してきた。 

[別解] 動物種の場合，新たな種が現れると古い種が淘汰されてしまうのに対して，脳の場合は古い部分の上に新

たな部分を追加していくことで進化してきた。 

(2) もし脳から新皮質を取り出してそれにアイロンをかけて平らにすることができるとすれば，新皮質はディナ

ー用の大型のナプキンと同じくらいの大きさで，さらに分厚さはその 2倍（約 2.5ミリメートル）になるだろう。 
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 Ⅲ  

(1) “Shojin Ryori” means Japanese traditional vegetable-based [vegetarian] diets without any meat or fish. 

[別解] “Shojin Ryori” is a traditional vegetarian dishes, with no meat or fish used. 

(2) The custom [habit] of eating dishes made of vegetables, beans, or cereals is [has been] based on the idea that killing animals 

is never allowed, and has been popular among those [people] who have embraced the thought. 

[別解] The custom [habit] of eating dishes made of vegetables, beans, or cereals is [has been] based on the Buddhist thought 

[idea] that animals must not be killed, and it has been widely accepted among those who followed [is widespread among those 

who have followed] the thought. 

(3) The meaning of “Shojin” is to train body and spirit, and eating those dishes is thought to be part of spiritual training. 

[別解] The word “Shojin” means cultivating [training] body and spirit, and eating such dishes is also thought to serve as a 

type [form] of spiritual training. 

  



 

 

[一般人称 weで統一して作った別解] 

(1) “Shojin Ryori” means Japanese vegetarian diets, in which we avoid eating [don’t eat] any meat or fish. (2)The custom [habit] of 

eating dishes made of vegetables, beans, or cereals is based on the idea that we must not kill animals, and it has been popular among 

those of us who have had similar thinkings. (3)The meaning of “Shojin” is to train our body and spirit, and it has been thought that, 

by eating those dishes, we can spiritually improve ourselves. 

 

 

【講評】 

Ⅰ：「ヒトの高い知性を可能にする新皮質の進化」について述べた英文であった。和訳 2 題，空所補充，下線部の語の意

味特定，内容一致で構成される大問であった。前期と同じく記号問題はどれもあまり悩ましい出題はなかった。1 の和

訳問題(1)では，Unlike で説明されている部分で「何と何が違っているのか」を明確に日本語で表現するには，少し言

葉を補う必要がある。(2)では，iron it flat の部分で，動詞で使われた iron の訳を正確に出せるか，そして比較対象が

省略された twice as thick が正しく処理できたかがポイント。状況をイメージしそれを日本語で正確に描写するにはど

ういう言葉を選べばよいのか，文脈に即した日本語をどう模索するかという点での日頃の和訳学習における意識が，や

はり大阪医科薬科大の和訳問題ではものを言うだろう。 

Ⅱ：「近年の日本への外国人観光客招致の重要性と外国人観光客を惹きつける日本の魅力」について述べた英文であった。

今回も大問Ⅱからは記述問題が姿を消して，記号問題のみの出題であった。難語類推系の問題は，文脈を正確に理解で

きていれば選択肢に悩まされることもなかっただろう。9 の空所補充に関しては，品詞とその前後のつながりに意識を

向けることで選択肢を絞り，ミスを避ける必要がある。 

Ⅲ：前期（「芸術としての造園に見られる禅思想」）に引き続き，日本の伝統文化についての英作文の出題で，「精神的な鍛

錬としての精進料理」がテーマであった。今回は，要求される語彙レベルも高くなく，構文選択も自由にできるものだ

ったので，今年の前期より取り扱いやすかった。 

 

和訳・説明問題が中心だった出題傾向から大きく変化したのが 2024 年度で，それ以来，記号問題の出題が増え記述量

が激減したが，今年もその傾向のまま変わらなかった。大問Ⅰの和訳問題では日本語表現力が問われたものの，大問Ⅱは

全て記号問題に変わり，大問Ⅰ・Ⅱ全体としては取り組みやすくなっており，受験生の間であまり差が付かない問題であ

ろう。大問Ⅲの英作文力の差がそのまま得点差につながるだろう。合格には 8 割近くを目指したい。 

 


